




2026年8月14日（金） TIPOFF 19：00

15：00

17：00

18：17 頃

18：30

18：33 頃

18：58

21：00 頃

HALF TIME

選手入場

選手紹介

日本国歌独唱【山本彩】

TIP OFF

〜 ライブパフォーマンス【山本彩】

AKATSUKI VENUS  オープニングパフォーマンス® 

開場 / 場内ブース オープン

スターティング 5 紹介

有明アリーナカフェ・キッチンカー クローズ
※ハーフタイム終了までオープン

試合終了
場外 AKATSUKI JAPAN OFFICIAL STORE クローズ

〜

AKATSUKI VENUS  ハーフタイムパフォーマンス® 

三井不動産カップ2026（東京大会）
バスケットボール女子日本代表国際試合

TIMETABLE

※開場時間および、場外 AKATSUKI JAPAN OFFICIAL STORE のオープン・クローズ時間を含めた当日スケジュールは、
都合により予告なく変更になる可能性がございます。

※「場外 AKATSUKI JAPAN OFFICIAL STORE」は当日の観戦チケットをお持ちでない方でもご利用いただけます。

女子日本代表チーム vs 女子韓国代表チーム

2026年8月13日（木） TIPOFF 19：00

15：00

17：00

18：17 頃

18：30

18：58

21：00 頃

HALF TIME

選手入場

ライブパフォーマンス
（ONE LOVE ONE HEART）

選手紹介

日本国歌独唱
【藤咲碧羽（ONE LOVE ONE HEART）】

TIP OFF

AKATSUKI VENUS  オープニングパフォーマンス® 

〜

開場 / 場内ブース オープン

スターティング 5 紹介

有明アリーナカフェ・キッチンカー クローズ
※ハーフタイム終了までオープン

試合終了
場外 AKATSUKI JAPAN OFFICIAL STORE クローズ

〜

場外 AKATSUKI JAPAN OFFICIAL STORE オープン
有明アリーナカフェ・キッチンカー オープン

AKATSUKI VENUS  ハーフタイムパフォーマンス® 

場外 AKATSUKI JAPAN OFFICIAL STORE オープン
有明アリーナカフェ・キッチンカー オープン

MCトーク
スペシャルゲスト【福山梨乃（CANDY TUNE）】







＊2026年6月現在
※国内店舗に限る（直営店/FCの合計）
※ブランド品・貴金属・お酒などの買取を行う業態（個人向け店舗）において
※リユース業界における個人向け買取店舗数（直営店/FC）に関する市場調査
※未来トレンド研究機構調べ
※調査期間：2026年2月1日～2026年3月31日

買取大吉は、バスケットボール日本代表を応援しています。





COREY GAINES

TOMOKI MIYATA

コーリー・ゲインズHC
宮田知己AC

組織力で世界に挑む

女子日本代表の

FIBA女子バスケットボールワールドカップ2026開幕を控え、
コーリー・ゲインズHCと宮田知己ACにインタビュー。

互いへの信頼、チーム戦術の哲学、そしてカナダ戦で生まれた絆。
組織力と献身で世界に挑む二人に、

チームの現状と本番への覚悟を語ってもらった。

進化と結束

INTERVIEW COACH



COREY GAINES

TOMOKI MIYATA

――お互いの第一印象について教えてください。
ゲインズ HC　私が男子日本代表のアソシエイトヘッドコーチだったとき、
トモ（宮田AC）は男女U19日本代表のテクニカルスタッフでした。トモが選
手とコミュニケーションを取る様子を見て、『特別なものがある』と感じました。
そのとき「今のままでいてくれ。絶対に変わるな」と言ったのを覚えています。
かつてニューヨーク・ニックスにいたとき、フィル・ジャクソンに選手とのコミ
ュニケーションの大切さを教えられていたので、「それは君の才能だから、絶
対に変えちゃダメだ」と言ったのです。
宮田AC　これまでいろいろなところでキャリアを積んできているコーリー（ゲ
インズ HC）ですが、今でも練習中は誰よりも声を出していて、パスを出すに
しても若いコーチに任せるのではなく自分で出しています。HC自らが体を
動かすパッション（情熱）があり、それがチームにエネルギーを与えているの
を目の当たりにして『素晴らしいことだな』と思っています。またコーリーは、
僕が26歳のときにACとして起用してくれたのですが、若いため反対意見も
あったと思います。それでも僕のことを信じて指名してくれて、またいろいろ
な役割を与えてくれるだけでなく、意見も取り入れてくれます。コーリーのよ
うにいろいろな経験を積んできた人は自分の変わらぬ考えが確立されるこ
とも多い中で、それでも人の意見を柔軟に取り入れられるのはスゴイと思っ
ています。
――戦術のディスカッションをする際、お二人の間でコミュニケーションの
ルール、意見が分かれたときの解決方法はありますか？
ゲインズ HC　私には「すべてを知っていると思っているコーチは、実は何
も知らない」という持論があります。私のやり方は数ある方法の一つにすぎ
ず、スタッフを呼んでいるのは彼らから学ぶためです。同じく、スタッフにも
私から学んでほしいと思っています。学ぶことをやめたときに成長が止まり、
成長が止まったときに進化が止まるからです。私はみんなが提供してくれる
ものを活用し、その上で決断を下しています。信頼関係があれば、最終的な
意見が違ってもいいと思っています。自分も含めたチームのことを考えるべ
きで、“あなたと私”ではなく“私たち”なのです。
宮田 AC　バスケットボールは日々変わりゆくものなので唯一の正解という
ものがなく、常に学び続けるマインドが必要だと思っています。チームの核
となるものを持つことは大事ですが、状況によっては固執せずに変化を恐
れないことが大切です。僕が意識しているのは、選手の意見をどれだけスム
ーズに拾い上げることができるか。コーチとしては、威厳や尊厳がありつつ
も親しみやすさもあるという関係性を作りたいと思っています。
――これまでの女子日本代表の活動の中で、「最も成長や変化を感じる選手」
や「チームのスパイスになっている選手」は誰ですか？
ゲインズ HC　女子日本代表を進化させ特別なものにしている要素は、女
子日本代表が本当に「チーム」であるということです。日本には、アメリカや
フランスのように一人で試合を支配できるような選手はいません。しかし、
組織としての私たちはそれと同じくらい強いと信じています。「鎖の強さは一
番弱い輪で決まる」と言いますが、私たちにも弱い輪はあるかもしれません。
しかし、チームが持つ団結力、そして特定の一人の選手に頼るのではなく試

合ごとに異なる選手が活躍できること、加えて選手たちがお互いを心から
思いやり本当に一つのチームになっていること。それこそが私たちの強みで
あり、本来なら勝てないような才能にあふれた大きくて強いチームをも倒す
ことができる理由です。一つになれば、私たちは誰にでも勝てます。最も成
長した選手やスパイスとなっている選手を挙げるなら、私は個 の々選手よりも、
チーム全体が進化し結束が固まっていることこそが重要だと思っています。
――これまでの試合の中で、ターニングポイントになったと感じたものはあ
りますか？
ゲインズ HC　FIBA 女子バスケットボールワールドカップ2026予選トー
ナメントのカナダ戦です（66‐62で勝利）。それまで3連敗していて、試合
前に非常に真剣なミーティングを行いました。あの試合は絶対に勝たなけ
ればならない“ 生きるか死ぬか”の戦いでした。そして彼女たちは勝利を掴
みました。チーム一丸となって格上（大会時のFIBAランキング日本11位、
カナダ7位）を倒したことがターニングポイントだったと思います。
宮田AC　当時はスキルや戦術だけの問題ではなく、「何かギアが入らない。
モヤモヤ感がある」という雰囲気が漂っていたのです。『何かを変えなけれ
ばいけない』と思った僕は、ミーティングで感情を隠さず、涙ながらに思い
を話しました。するとコーリーが話に入ってきてくれて、コーリーも感情を込
めた話をしてくれました。それに対して選手たちが反応してくれたのがいい
結果につながったと思います。コーリーには「自分を偽るな。自分らしくある
ことが大切だ」とアドバイスされたことがあり、人同士がぶつかり合うからこ
そ生まれる関係があると知りました。それが、カナダ戦前のミーティングで
した。
――三井不動産カップ２０２６（東京大会）を終えると、いよいよFIBA 女子
バスケットボールワールドカップ2026へのカウントダウンが本格化します。
本番までにチームとしてクリアすべき最大の課題は何だと捉えていますか？
ゲインズ HC　私たちはこれまで節目ごとに明確な目的を立ててきました。
まず行ったのは、ディフェンスを磨く、ということです。私はオフェンシブなコ
ーチですので、攻める戦術を得意としています。しかし私は、女子日本代表
はディフェンスもまた武器になり得る、と考えました。そこで、トモの協力も
得てディフェンスを磨き上げ、武器へと昇華させました。通常、チームという
のはオフェンスかディフェンスのどちらか一方が得意なものです。しかし私
たちは、双方が得意であり、両方が武器となるチームになろうとしています。
まだ途中ですが、大きな一歩を踏み出せていると感じています。これは長期
的に見て、必ず私たちの助けになるはずです。
宮田 AC　ワールドカップという大舞台で臆さずにコートに立てるか、とい
うことが大事になると思います。スキルや戦術が伴っていても、メンタル的
な準備ができていなければそれを生かすことができません。9月4日のワー
ルドカップ初戦・マリ戦の瞬間に、重要な場面で恐れずにシュートを打てる
12名を揃えることができるか。『どんな相手でも戦える』というメンタルをワ
ールドカップまでに作っていくことが大事だと思っています。その最終的な
テストが、今回の三井不動産カップ2026（東京大会）の韓国戦です。選手
には、気持ちの部分のステージを上げて臨んでほしいと思っています。

コーリー・ゲインズ　1965年6月1日生まれ／アメリカ・ロサンゼルス出身／選手時代はニュージャージー・
ネッツをはじめNBA５チームでキャリアを積んだほか、ジャパンエナジー・グリフィンズ（1997-98シーズン）、ト
ルコ、イスラエルなど世界各国でプレー。現役引退後、指導者の道に進み、2009年にはヘッドコーチとし
てWNBAフェニックス・マーキュリーを優勝に導いた。2013年以降、NBAフェニックス・サンズ、ニューヨーク・
ニックス、ワシントン・ウィザーズのアシスタントコーチを務めた。2016～17年には女子日本代表のアドバイ
ザリーコーチとなり、2022年に男子日本代表のアソシエイトヘッドコーチに就任。日本人の祖母をもつ。

宮田知己　1999年5月21日生まれ／大阪府出身／幼少期から指導者を志し、高校時代に日本代表
コーチになることを目指すようになる。龍谷大学在学時に米ゴンザガ大学へ1年間コーチ留学。帰国後
は学生のまま龍谷大学男子バスケットボール部ヘッドコーチとなり18年ぶりのインカレ出場へと導く。大
学卒業後は日本バスケットボール協会の代表専任スタッフとしてアンダーカテゴリーの指導やテクニカ
ルスタッフを歴任。NBAやBリーグの解説者のほか、犬猫の殺処分問題に取り組むなど多方面の活動
実績がある。

PROFILE

PROFILE

女子日本代表の 進化と結束





RUI MACHIDA
――これまでいろいろな経験をされてきていますが、現在はどのようなモ
チベーションで女子日本代表のコートに立っていますか？
　最近はコンディション不良でチームから離れていたので、まずは万全
の状態に戻すことを考えています。それでも代表に呼ばれているというこ
とは必要とされているということなので、『それに応えるように貢献したい』
という気持ちがモチベーションになっています。
――ゲインズ HCの体制になったことで、チームの雰囲気にどんな変化を
感じますか？
　コーリー（ゲインズ HC）はすごく明るい雰囲気をつくってくれていて、
みんな明るく向き合えています。そうしたなかでも、ハードに練習するこ
とや質を高めることに関しては以前と変わらず取り組めていると思います。
――ゲインズ HCからは具体的にどのようなことを求められていますか？
　直接言われたことはないのですが、コーリーから「自分の役割や持ち
味は何ですか？」と全員が聞かれたときに、私が「ペースをつくることと、
みんなのことを考えてゲームマネジメントをすること」と答えたことにうな
ずいていたので、そうした部分を期待されているのだと思います。
――今回は町田選手のほかに都野七海選手、田中こころ選手が PGとして
メンバー入りしています。どんな印象を持っていますか？　
　二人ともシュートがうまいスコアラータイプの PG だと思います。その
なかでパスもできるという、私とは違ったタイプだと思います。
――今回の女子日本代表はベテランから若手まで年齢幅の広い構成にな
っています。そのケミストリーについて意識していることはありますか？
　上下関係を感じたことがなく、誰もが話しやすい雰囲気がチーム全体
としてできているので、普段通りの自分で過ごしています。若い子たちが
明るくて、よく話しかけてくれるのがその雰囲気をつくっているとも思います。
特にこころは積極的に年上の選手に話しかけていますね。
――スタートから出るとき、流れを変えるためにベンチから出るとき、それ
ぞれで切り替えているスイッチはありますか？
　準備の仕方は変わりませんが、スタートであれば、やはり一発目にど
れだけ流れをつかめるかが大事なので入りのことを考えています。ベン
チのときはどのタイミングで出るかわからないので常に準備しておいて、
流れが悪いときは流れをよくする、流れがいいときはそれを継続する、と
いうことを頭の中でシミュレーションしています。
――現在の女子日本代表はどんな特徴を持ったチームだと見ていますか？
ガードからセンターまでみんなシュート力があって走ることもできる、と
いうことは以前から変わらない武器だと思います。今はそれに加えて1対
1の局面で打開できるスキルが高まってきていると感じています。
――韓国戦の注目すべきポイントを教えてください。
　1対1のスキルが高まっているといっても、やはり女子日本代表の一番
のよさはチームで崩して攻めること。誰がコートに出ても同じように速い
ペースで展開することができるので、アジリティ（機敏さ、柔軟な対応力）
を含めてそうした部分に注目していただければと思います。

1993年3月8日生まれ／ポイントガード／162㎝／富士通 レッドウェーブ所属／北海道出身／札幌山の
手高校時代はキャプテンとして3冠（インターハイ、国体、ウインターカップ）達成。卒業後、Wリーグの富
士通 レッドウェーブに入団。卓越したボールハンドリングと広い視野を生かしたパスセンスを誇る世界トッ
プクラスの司令塔。東京2020オリンピックでは正確なゲームメイクと驚異的なアシスト数を記録し、大会
オールスター5（ベスト5）に選出されるとともに銀メダル獲得の立役者となった。その後WNBA（ワシントン・
ミスティクス）でもプレーし経験を重ね、ベテランとなった現在も女子日本代表を牽引し続けている。
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ペースづくり＆ゲームマネジメントに注目

コンディション不良から復帰し、再び女子日本代表のコートに
立つ町田瑠唯。新体制となったチームの雰囲気や自身の役割、
若手PGとの関係性、そして韓国戦に向けた見どころについて、
現在の率直な思いを語ってもらった。

町田瑠唯

INTERVIEW PLAYER 1











NORIKA KONNO

――昨年から日本代表としてのキャリアを本格的に積み重ねられていますが
「成長した。変化した」と感じる部分はどこですか？
これまではほとんど3Pシュートを打っていませんでしたが、コーリー（ゲイ
ンズ HC）に「思い切ってプレーしろ。空いたら打て！」と言われているので
積極的に狙うようになりました。その3Pシュートを含め『積極的に点を取
りにいく！』という意識を持つようになりました。
――日の丸を背負って戦うという重圧はどう受け止めていますか？
国を背負って戦うということは、誇らしいことであり責任も伴うことだと思
うのですが、実際プレーしているときは『昨日できなかったことを今日はや
り切る』といったようにステップバイステップで進歩しようという感覚で臨
んでいます。なので、プレッシャーはそれほど感じていません。
――ゲインズHCからかけられた言葉で、特に印象に残っているものはあり
ますか？

「大舞台を恐れるな。君が主役だ」と言われたときは、そうした意識を持つ
ことで積極的なプレーにもつながるわけですし、『選手のモチベーションを
上げるうまい言葉だな』と思いました。コーリーはこうした言葉のかけ方
や選手とのコミュニケーションの取り方がとてもうまいコーチだと思います。
――日本代表として戦っていて「自分のこの武器は通用する」と確信を持て
た部分を教えてください。
コーリーからは「ステップバックなどのスムーズさがある」と言われていて、
それは自分でも強みだと思います。またリバウンドに跳ぶときの嗅覚など
も評価されているので、さらに頑張りたいです。また、最近は“ 空いたら3P
シュートを打つ”ということは当たり前になってきているので、2Pのアテン
プトを増やしたいと考えています。ピックを使ったあとに空いていれば打つ
のはもちろんリングにアタックして2Pを狙うなど、いろいろなプレーのクオ
リティを上げていきたいと思っています。また、ディフェンスの部分でもっ
と足を動かしてプレッシャーをかけたり声を出したりするなど、まだまだ足
りていない部分があるので意識して改善したいと思っています。
――経験豊富なベテランから若手までが集まる日本代表という特別な環境
において、チームを活性化させるために意識していることはありますか？
自然体でいることです。今の女子日本代表は、年下の子は積極的に話しか
けてくれますし、先輩方は上下関係に厳しくなくてフラットな感じの方ばか
りです。そんな中でも全員が “ やるべきことはやろう”というプロとしての
自覚を持っているので、それが風通しのよさにもなっていると思います。
――今野選手が目指す理想のプレーヤー像は？
リバウンドに飛び込んで、取ったら一人でプッシュしていけるようになりた
いですね。あと、どんなプレーをするにしてもチャンスのときは絶対に仕留
める、という選手になりたいです。
――韓国戦ではどこに注目していればいいですか？
チームとしては「テンポの速いバスケットボールを40分間貫く」というのが
目標なので、停滞したときにどう修正しているかを見ていただければと思
います。個人としては、スコアリングとリバウンドに注目していただければ
と思っています。

2000年5月1日生まれ／シューティングガード／179㎝／ENEOSサンフラワーズ所属／東京都出身／
University of Louisville出身／聖和学園卒業後、全米大学体育協会（NCAA）1部に所属するルイ
ビル大学に進学し、ガードとしてプレー。ハンドリングができる長身選手として期待が高く、FIBA女子アジ
アカップ2025では主力として全試合に出場し準優勝に貢献。FIBA女子バスケットボールワールドカップ
2026予選ではカナダ戦の終盤にオフェンスリバウンド、リバースレイアップ、3Pシュートを立て続けに決め
る大仕事でチームに初勝利をもたらし、その後、出場権を獲得するまでの流れをつくった。
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 覚醒するスコアラーの矜持

女子日本代表キャリアで着実な進化を遂げている今野紀花。
ゲインズ HCの「君が主役だ」という言葉を胸に、3Pシュート
やスコアリングで積極性を高めている。代表活動を成長の糧
に変え、躍動を誓う彼女の現在地と目指す姿に迫る。

今野紀花

INTERVIEW PLAYER 2





赤木 里帆
生年月日：1998年08月04日　身長：167cm

所属：富士通 レッドウェーブ

JAPAN

今野 紀花
生年月日：2000年5月1日　身長：179cm

所属：ENEOSサンフラワーズ

POSITION

NAME

SG

N
orika KON

N
O

髙田 真希
生年月日：1989年8月23日　身長：185cm

所属：デンソー アイリス

POSITION

NAME

C

M
aki TAKADA 

田中 こころ
生年月日：2006年1月10日　身長：173cm

所属：ENEOSサンフラワーズ

POSITION

NAME

PG

Kokoro TAN
AKA

星 杏璃
生年月日：2000年5月9日　身長：171cm

所属：ENEOSサンフラワーズ

POSITION

NAME

SG
Anri H

OSH
I

馬瓜 ステファニー
生年月日：1998年11月25日　身長：182m

所属：Meins Avenida

POSITION

NAME

PF

Stephanie M
AW

U
LI

渡嘉敷 来夢
生年月日：1991年6月11日　身長：193cm

所属：トヨタ自動車 アンテロープス

POSITION

NAME

C

Ram
u TOKASH

IKI

林 咲希
生年月日：1995年3月16日　身長：173cm

所属：富士通 レッドウェーブ

POSITION

NAME

SG
Saki H

AYASH
I

東藤 なな子
生年月日：2000年11月29日　身長：175cm

所属：トヨタ紡織サンシャインラビッツ

POSITION

NAME

SG

N
anako TODO

後藤 音羽
生年月日：2007年2月13日　身長：178cm

所属：東京医療保健大学2年

POSITION

NAME

SF

Otoha GOTO

町田 瑠唯
生年月日：1993年3月8日　身長：162cm

所属：富士通 レッドウェーブ

POSITION

NAME

PG
Rui M

ACH
IDA

薮 未奈海
生年月日：2004年10月2日　身長：178cm

所属：デンソー アイリス

POSITION

NAME

SF

M
inam

i YABU

都野 七海
生年月日：2004年11月23日　身長：159cm

所属：トヨタ紡織サンシャインラビッツ

POSITION

NAME

PG

N
anam

i TSU
N

O

朝比奈 あずさ
生年月日：2003年10月20日　身長：185cm

所属：トヨタ紡織サンシャインラビッツ

POSITION

NAME

C

Azusa ASAH
IN

A

宮澤 夕貴
生年月日：1993年6月2日　身長：183cm

所属：富士通 レッドウェーブ

POSITION

NAME

PF

Yuki M
IYAZAW

A

#2

#8

#26

#3

#10

#27

#6

#13

#37

#7

#14

#52

コーリー・ゲインズ
生年月日：1965年6月1日

公益財団法人日本バスケットボール協会

NAME

HEAD
COACH

Corey GAIN
ES

アシスタントコーチ
宮田 知己
公益財団法人
日本バスケットボール協会

チームダイレクター
小栗 弘 
公益財団法人
日本バスケットボール協会

アナライジングコーチ
伊藤 恭子
公益財団法人
日本バスケットボール協会

プレイヤーディベロップメントコーチ
ブライアン・フィンリー
東京サンロッカーズ

アナライジングスタッフ
有賀 早希
富士通 レッドウェーブ

通訳
下條 海
公益財団法人
日本バスケットボール協会

スポーツパフォーマンスコーチ
栗若 伸一
公益財団法人
日本バスケットボール協会

アスレティックトレーナー
千葉 奈々
横浜市
スポーツ医科学センター

チームマネージャー
古海 五月
公益財団法人
日本バスケットボール協会

チームマネージャー
小松 佳緒里
ENEOSサンフラワーズ

チーム広報
松本 麻里
公益財団法人
日本バスケットボール協会

アシスタントチーム広報
荒井 愛海
公益財団法人
日本バスケットボール協会

アスレティックトレーナー
荻野 まゆみ

アスレティックトレーナー
宮口 佳子
S-Life はりきゅう院

ROSTER女子日本代表
FIBAランキング 10位 

2026年4月1日現在

#59 #75

※所属はWリーグ 2026-27シーズンを記載しています

JAPAN
NATIONAL

TEAM

STAFF



KOREAROSTER女子韓国代表
FIBAランキング 15位 

2026年4月1日現在

Advisor

Hwigeol LEE
Assistant Coach

Jihee YANG
Analyst

Sungjoon LIM
Trainer

Juyeong SHIN
Trainer

Mingyo JUNG
Team Manager

Hyerim LEE
Media officer

Daseul KIM

生年月日：2001年7月24日　身長：165cm

POSITION

NAME

PG

Yeeun H
EO

#2

生年月日：2006年8月13日　身長：178cm

POSITION

NAME

SF

H
yun JEON

G

#8

生年月日：2003年5月29日　身長：182cm

POSITION

NAME

PF

H
aeran LEE

#12
生年月日：1997年3月23日　身長：175cm

POSITION

NAME

SF

Yoolim
 KAN

G

#10

生年月日：1994年4月5日　身長：180cm

POSITION

NAME

SF

Leeseul KAN
G

#3

生年月日：2000年8月7日　身長：171cm

POSITION

NAME

SG

Sohee LEE

#9

生年月日：2005年2月23日　身長：179cm

POSITION

NAME

C

Yusun H
ON

G

#39

生年月日：1996年3月23日　身長：182cm

POSITION

NAME

C

An JIN

#77

生年月日：1969年9月16日

NAMESooho PARK

生年月日：2003年5月15日　身長：178cm

POSITION

NAME

SG

Sohee PARK

#11

生年月日：1997年2月12日　身長：165cm

POSITION

NAME

PG

H
eji AN

#5

生年月日：1994年8月17日　身長：182cm

POSITION

NAME

PF

Isaem
 CH

OI

#6

HEAD
COACH

STAFF
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AKATSUKI VENUS®
バスケットボール日本代表オフィシャルチアリーダーズ

#Ayaka
所　　属：横浜ビー・コルセアーズ
得意な技：小柄な体を活かした
	 スピード感と表現力
特技・趣味：人を笑顔にすること、
	 美術館、博物館巡り

#Kanna
所　　属：—
得意な技：ハードラージャンプ、
	 ダイナミックなヘアフェクト
特技・趣味：書道、ドライブ

#Saori
所　　属：—
得意な技：長身と柔軟力を活かした
	 アクロバットとジャンプ
特技・趣味：美味しいコーヒー屋さん巡り、
	 スポーツ観戦

#Reona
所　　属：—
得意な技：ジャンプテクニックと
	 ハイキック
特技・趣味：海を眺めること、ドライブ

#Mayuka
所　　属：横浜ビー・コルセアーズ 
得意な技：ジャンプテクニック
特技・趣味：サウナ、セルフネイル

#Yaka
所　　属：アルティーリ千葉 
得意な技：アクロバット
特技・趣味：バスケットボール観戦、
	 歴史的建造物巡り

#Ayane
所　　属：千葉ジェッツ
得意な技：ヘアエフェクト、
	 力強いダンス
特技・趣味：音楽を聴くこと、
	 ご飯を食べること

#Maria
所　　属：京都ハンナリーズ
得意な技：片手前方転回、I字ターン 
特技・趣味：そろばん、写真を撮ること

#Ria
所　　属：宇都宮ブレックス
得意な技：4方向フェッテ、
	 力強いアームモーション 
特技・趣味：人のいいところを見つける
	 こと、ぬいぐるみ集め

#Hanaka
所　　属：千葉ジェッツ
得意な技：上半身の表現力と胸ヒット
特技・趣味：周囲の小さな変化に
	 気付く、旅行

#Mina
所　　属：名古屋ダイヤモンドドルフィンズ
得意な技：ヒップホップを活かした
	 ダンス
特技・趣味：サウナ、旅行 

#Hinata
所　　属：レバンガ北海道
得意な技：ターン
特技・趣味：人の顔を覚えること、
	 スポーツ観戦

#Nozomi
所　　属：宇都宮ブレックス
得意な技：フェッテターン、
	 パッション溢れるダンス
特技・趣味：サウナ、犬と戯れること

Vice
CaptainCaptain

当協会はSDGsに貢献するプロジェクトを推進しており今
回はAKATSUKI JAPAN バスケットボール男女日本代表
チームへ提供されているTシャツをアップサイクルし、男女
日本代表戦の演出で使用する「AKATSUKI JAPAN 応援
フラッグ」として生まれ変わりました。制作する過程で（JBA
のオフィス所在地である文京区にあります）小石川福祉作
業所にてAKATSUKI VENUS®と共に制作過程に加わっ
ていただき、AKATSUKI JAPAN バスケットボール男女
日本代表チームへ勝利の願いを一緒に込めました。

「つくる責任つかう責任」
社会に生きる全ての人にとって無理のない持続可能な経済
成長と十分な雇用機会を確保することディーセント・ワーク

（働きがいのある人間らしい仕事）を促進することとされて
います。また環境保護と両立する経済発展と、働きがいと
仕事の創出が求められていることからバスケットボールコ
ート外での活動も積極的に創出しAKATSUKI VENUS®
とともにバスケットボールチャレンジデー「みんなで楽しく
バスケとチア」を掲げ全国各地で未就学児を対象にバスケ
ットボールとチアの普及活動等に取り組んでいます。

©日本バスケットボール協会

※URLはクリックして各ページに遷移することができます

※所属は2026年7月現在

「働きがいも経済成⾧も」

6th MEMBER

バスケットボール日本代表AKATSUKI JAPANを応援するオフィシャルチアリーダーズとして暁の空に最後まで輝き続ける
金星「VENUS」をイメージし、日本代表を勝利の日の出へ導く存在になるという思いと、AKATSUKI VENUS®の活動に取り組む姿、

思いがまた一つの目標となり、子供たちをはじめ多くの人へ勇気や夢、元気をお届けしたいと思い2017年に結成。
AKATSUKI JAPANの選手たち同様、地域貢献活動への参加や活動を通してSDGsの実践等取り組みを予定しております。

AKATSUKI VENUS®

Instagram 公式アカウント
https://www.instagram.com/akatsukivenus_jba/

AKATSUKI JAPAN plus+ / AKATSUKI VENUS®

紹介ページ
https://www.japanbasketball.jp/6th.akatsukivenus/
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